
表紙：中学校高等学校 和室・中庭

改
元
を
経
て
、

新
し
い
時
代
を
生
き
て
い
く

跡
見
生
た
ち
へ
。

―
―

先
生
は
、
現
在
、
跡
見
学
園
の

理
事
長
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
昭

和
53
（
１
９
７
８
）
年
に
40
歳
で
跡

見
学
園
女
子
大
学
の
学
長
に
な
ら
れ

た
と
き
、「
全
国
一
若
い
学
長
」
と

話
題
に
な
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

は
大
学
卒
業
後
、
昼
間
は
大

学
院
で
森
鷗
外
の
研
究
を

し
、
夜
は
定
時
制
高
校
の
教
師
を
し

て
お
り
ま
し
た
。そ
の
後
昭
和
45（
１

９
７
０
）
年
、
跡
見
学
園
女
子
大
学

文
学
部
国
文
学
科
の
近
代
文
学
担
当

の
教
師
に
と
声
が
か
か
り
、
教
壇
に

立
ち
ま
し
た
。
跡
見
学
園
女
子
大
学

は
昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
開
学
し
、

大
学
と
し
て
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
53
（
１
９

７
８
）
年
に
選
挙
で
選
ば
れ
て
学
長

に
就
任
し
ま
し
た
。平
成
元（
１
９
８

９
）
年
ま
で
、11
年
弱
務
め
ま
し
た
。

明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
に
跡
見
花
蹊
が

創
設
し
た
跡
見
学
園
。
以
来
、
大
正
、
昭
和
、

平
成
と
い
う
時
代
に
お
い
て
社
会
を
見
据

え
た
女
子
教
育
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
を
迎
え
た
今
、
理
事
長
に
「
令

和
」
へ
の
思
い
を
聞
く
と
と
も
に
、
５
代

に
わ
た
る
学
園
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

特集①

令
和
を

  
迎
え
て

私

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

跡
見
学
園
理
事
長

山
崎
一
穎

「
平
和
で
良
き
時
代
を

自
分
た
ち
が
作
っ
て
い
く
」

と
い
う
気
構
え
で
。

専門は日本近代文学。森鷗外の研究者で、
森鷗外記念会（文京区）顧問、森鷗外記念
館（島根県津和野町）館長を務める。跡見
学園女子大学学長を２度、跡見学園女子
大学短期大学部学長、跡見学園中学校高
等学校校長を歴任し、現在は跡見学園女
子大学名誉教授、跡見学園理事長。

山崎 一穎（やまざき かずひで）

I n f o r m a t i o n

中高イベントスケジュール

I n f o r m a t i o n

大学イベントスケジュール
[ オープンキャンパス ]

[ キャンパス見学会 ]

[ 公開講座のお知らせ ]

[ 紫 祭 ]

2019 年
9 月 29 日（日）

2019 年
7 月 28 日（日）

2019 年
8 月 4 日（日）

2019 年
8 月 18 日（日）

2019 年
7 月 21 日（日）

教養コース（全 3 回）　受講料：無料
2019 年 10 月 12 日、19 日、26 日（土）
13：00～14：30

語学コース（全 10 回）　受講料：15,000 円
2019 年 10 月 5 日～12 月 21 日 各土曜日

教養コース（全 3 回）　受講料：無料
2019 年 12 月 7 日、14 日、21 日（土）
13：00～14：30

パソコンコース（全 3 回）　受講料：無料
2019 年 11 月 9 日、16 日、30 日（土）
13：00～16：10

2019 年

10：00 ～ 18：00

2019 年
11 月 2 日（土）

2019 年
11 月 3 日（日・祝）

2019 年
11 月 24 日（日）

10：00 ～ 15：00

2019 年 8 月 31 日（土）

[ 新座キャンパス ]

[ 新座キャンパス ]

[ 文京キャンパス ] [ 文京キャンパス ][ 文京キャンパス ]

[ 新座キャンパス ]

[ 新座キャンパス ]

[ 新座キャンパス ]

[ 新座キャンパス ] [ 文京キャンパス ]

[ 文京キャンパス ]

[ 新座キャンパス ]

※ 時間・内容の詳細は大学 HP （http://www.atomi.ac.jp/univ/admission/navi/open_campus/）で
ご確認ください。

※ 講座の詳しい内容は、８月下旬に大学 HP に掲載の予定です。
　 大学 HP（http://www.atomi.ac.jp/univ/about/effort/extension/）でご確認ください。

昨年の野外ステージの様子。
※オープンキャンパス
同時開催

ゆかりさい

11 月 2 日（土）

※紫祭（大学祭）同時開催 ※紫祭（大学祭）同時開催

※クラスにより異なる

第 52 回紫祭のテーマは
『夢見草～満開の桜のように～』

「夢見草」とは、桜の別名です。桜の花芽は夏
に形成し、休眠から目を覚まし、開花準備を
始めます。第52回紫祭も今、眠りから覚め、
開花準備を始めました。２日間限定、紫祭で『満
開の桜』をお目にかけられるよう、紫祭実行
委員はじめ、参加団体一同、精いっぱい頑張
ります。皆様のご来校をお待ちしております。

13：00～14：30 もしくは 14：40～16：10  
（11月 2日・23 日は除く）

ゆめみぐさ

／（受付開始 9：30）予約不要

3 日（日・祝）

[ ナイト説明会 ] [ 帰国生入試説明会 ] [ 学校説明会 ]

[ 入試説明会 ]

[ 文化祭 ]

[ 授業見学会 ]

[ クラブ見学会 ]

[ 入試体験会 ]

2019 年
9 月 6 日（金）
18:30～20:00
2020 年
1 月 17 日（金）
夕方

2019 年
9 月 28 日（土）
10:30～12:20

2019 年
11 月 9 日（土）
11:30～12:20

2019 年
11 月 9 日（土）
14:00～16:00

2019 年
11 月 17 日（日）
8:30～13:00

2019 年
10 月 12 日（土）
13:30～15:30

2019 年
11 月 30 日（土）
13:30～16:00

2020 年
1 月 11 日（土）
13:30～16:00

2019 年
9 月 14 日（土）9:00～16:00
9 月 15 日（日）8:30～16:00

昨年の文化祭の様子。

※ イベントの参加の際には原則として予約が必要となります。予約は本校ＷＥＢサイトよりお願いいたします。
※ 上記以外にもイベント等は追加となることがございます。詳細は本校ＷＥＢサイトにてご確認願います。

対象： 小学生・保護者 ※ホームページより事前の予約が必要です。

（予約不要 ※）

※ 一般の方はチケットが必要。
受験生と保護者は受付にて申告。

2019 年度
文の京ゆかりの文化人顕彰事業

朗読コンテスト開催！
文京区にゆかりの文化人の作品をテー
マに行われている「朗読コンテスト」
を、今年も開催。課題作は泉鏡花、内
田百閒、江戸川乱歩、永井荷風、萩原
朔太郎、室生犀星の作品に決定！
■ 開催日程　10月20日（日）午後1時開演
■ 会場　跡見学園女子大学ブロッサムホール
　 　　　（文京キャンパス）
■ 主催　文京区　■ 主管　跡見学園女子大学
■ 協力　一般財団法人NHK放送研修センター　
　　　 　日本語センター
■ 概要　文京区にゆかりの文化人の作品を朗読。
全国公募で選ばれた出場者からコンテスト形式
で優秀者を選び、表彰します。
■課題作　下記HPにてご確認ください。

応募・観覧その他の詳細については、
〈跡見学園女子大学 HP〉

http://www.atomi.ac.jp/univ/
〈文京区〉

https://www.city.bunkyo.lg.jp/
でご確認ください。

卒業生の皆様へ

ブロッサム制作委員会へのご提言・取材希望等

公開講座に関するお問い合わせ先

入学試験に関するお問い合わせ先

跡見学園における個人情報の取扱いについて

お名前・ご住所等に変更があった方は、郵便または FAX
にて以下宛までお知らせください。

【 跡見校友会 】
　〒112-8629　東京都文京区大塚 1-5-9
　FAX：

【 跡見学園ブロッサム制作委員会 】
　〒112-8629　東京都文京区大塚 1-5-9
　FAX：03-3941-8162
　blossom@atomi.ac.jp

泉会 03-3944-1663
桃李の会 03-3941-2587
一紫会 03-3941-8642

【 女子大学 】　教務課：048-478-3340

【 女子大学 】 入試課：048-478-3338
d-nyushi@mmc.atomi.ac.jp

【 中 学 校 】 入試広報室：03-3941-9548
c-nyushi@atomi.ac.jp

跡見学園が保有する個人情報は、その安全かつ適正な
管理を図るため、「個人情報の保護に関する法律」及
びその他の関連法令並びに学園の関連規程にしたがっ
て取り扱われます。
ご質問・お問い合わせは、跡見学園ブロッサム制作委
員会（blossom@atomi.ac.jp）までお願いいたします。

発行／学校法人跡見学園　編集／広報委員会　2019.7制作
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明
治
の
文
豪
、森
鷗
外
。

特集① 令和を迎えて

跡
見
花
蹊
の
描
い
た
絵

は
、
印
刷
さ
れ
絵
葉
書
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
森
鷗
外
は
、
妻
志
計

へ
の
手
紙
に
、
こ
の
絵
葉

書
を
選
ん
で
い
ま
す
。「
明

十
二
日 

午
後
七
時
半 

紅

葉
館
へ 

人
力
車
を 

迎
へ

に 

遣
わ
さ
れ
度
候
又
例

の 

湯
を
御
わ
か
し
お
き

下
さ
れ
度
候
　
二
月
十
一

日
」
と
あ
る
。

森鷗外記念館（島根県津和野町）所蔵
明治 39年２月 11 日付

本
名
は
森
林
太
郎
。
文
久
２

（
１
８
６
２
）
年
、
現
在
の
島
根

県
津
和
野
町
に
生
ま
れ
る
。
明

治
５
（
１
８
７
２
）年
に
上
京
し
、

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
卒
業
後

軍
医
の
道
を
進
む
。
明
治
17
〜

21
（
１
８
８
４
〜
１
８
８
８
）

年
に
ド
イ
ツ
に
留
学
。
そ
の
後

陸
軍
軍
医
総
監
を
務
め
る
な
ど

官
僚
と
し
て
の
仕
事
に
就
き
な

が
ら
小
説
を
書
い
た
。

主
な
作
品
は
「
山
椒
大
夫
」

「
雁
」「
舞
姫
」「
阿
部
一
族
」「
高

瀬
舟
」。
大
正
11
（
１
９
２
２
）

年
に
60
歳
で
亡
く
な
る
。
遺
言

と
し
て
親
友
吉
田
増
蔵
に
「
由

緒
正
し
い
元
号
の
制
定
を
し
て

ほ
し
い
」
と
伝
え
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

森鷗外胸像
（国立国際医療研究センター所蔵）

し
げ

花
蹊
の
絵
葉
書
で

手
紙
を
出
し
た
森
鷗
外
。

は
森
鷗
外
の
研
究
を
し
て
い

ま
す
が
、
学
長
に
な
っ
た
こ

と
が
研
究
に
も
大
い
に
役
に
立
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
森
鷗
外
は
作
家

で
も
あ
り
ま
す
が
、
陸
軍
省
医
務
局

長
も
務
め
た
官
僚
で
も
あ
り
ま
し

た
。「
組
織
の
中
で
生
き
る
こ
と
」

と
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
追
求

す
る
こ
と
」
を
悩
み
な
が
ら
で
も
両

立
を
は
か
っ
た
人
で
す
。
私
も
学
長

と
研
究
者
と
い
う
２
つ
の
仕
事
に
同

時
に
取
り
組
み
ま
し
た
の
で
、
森
鷗

外
の
思
い
に
共
感
し
励
ま
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

―
―

島
根
県
津
和
野
町
に
あ
り
ま
す

森
鷗
外
記
念
館
の
館
長
も
な
さ
っ
て

い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

ょ
ん
な
こ
と
か
ら
館
長
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
の
教
授
時
代
、
毎
年
学
生

た
ち
と
萩
・
津
和
野
へ
ゼ
ミ
旅
行
で

行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、平
成
３（
１

９
９
１
）
年
の
旅
行
の
際
、
調
べ
も

の
が
あ
っ
て
津
和
野
町
の
教
育
委
員

会
を
お
訪
ね
し
た
と
こ
ろ
、逆
に「
森

鷗
外
生
誕
１
３
０
年
」
の
企
画
の
相

談
を
受
け
、「
知
恵
を
貸
し
て
ほ
し

い
」
と
依
頼
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ

以
来
の
お
付
き
合
い
と
な
り
、
平
成

７
（
１
９
９
５
）
年
の
森
鷗
外
記
念

館
設
立
に
参
画
し
、
運
営
協
議
会
会

長
を
務
め
、
鷗
外
生
誕
１
５
０
年
の

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
に
館
長
に

就
任
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

年
６
回
は
津
和
野
町
へ
出
か
け
ま

す
。
明
治
天
皇
の
即
位
式
は
津
和
野

藩
が
司
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と

も
津
和
野
町
を
訪
ね
て
わ
か
っ
た
こ

と
で
す
。

―
―

森
鷗
外
は
、
明
治
・
大
正
と
い

う
時
代
の
制
約
の
中
で
も
活
躍
す
る

女
性
た
ち
に
温
か
い
眼
差
し
を
向
け

て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。

鷗
外
は
、
ド
イ
ツ
留
学
で
大

き
く
変
わ
る
ん
で
す
よ
。
当

時
の
日
本
で
は
、
女
性
は
高
等
小
学

校
を
出
れ
ば
十
分
と
い
わ
れ
て
い

て
、
そ
の
後
の
教
育
は
家
庭
教
師
を

つ
け
る
の
が
主
流
で
し
た
。
鷗
外
も

妹
に
は
個
人
教
授
を
受
け
る
よ
う
に

と
い
っ
て
ド
イ
ツ
へ
旅
立
ち
ま
し

た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
で
活
躍
す
る
女

性
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、ま
た
、

よ
く
通
っ
て
い
た
食
堂
で
も
、
同
席

す
る
女
性
と
の
交
流
が
あ
り
、
大
い

に
刺
激
を
受
け
た
よ
う
で
す
。「
女

性
が
学
問
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
大

事
」
と
感
じ
た
の
で
す
ね
。
鷗
外
の

留
学
中
に
妹
が
お
茶
の
水
女
子
高
等

師
範
学
校
高
等
科
に
入
学
を
希
望
し

た
と
き
、
父
母
は
反
対
す
る
の
で
す

が
、
鷗
外
は
妹
の
受
験
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
・
大
正
は
樋
口
一
葉

を
始
め
と
し
て
与
謝
野
晶
子
や
平
塚

ら
い
て
う
な
ど
の
女
流
作
家
が
誕
生

し
ま
す
が
、
森
鷗
外
は
彼
女
た
ち
を

好
意
的
に
受
け
止
め
、
高
く
評
価
し

て
い
ま
し
た
。
直
接
の
交
流
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
が
、
跡
見
花
蹊
の
こ

と
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。
労
働
運
動
が
活
発
だ
っ
た
大
正

７（
１
９
１
８
）年
に
与
謝
野
晶
子
が

「
武
士
が
武
士
を
や
め
た
よ
う
に
資

本
家
は
一
度
資
本
家
を
辞
め
て
、
工

場
経
営
を
労
働
者
に
ま
か
せ
た
ら
い

い
」と
発
言
し
た
の
で
す
が
、森
鷗
外

は「
そ
れ
は
何
も
知
ら
な
さ
す
ぎ
る
」

と
言
い
つ
つ
も
、彼
女
の
発
言
を「
こ

う
い
う
発
想
を
す
る
人
が
い
る
と
い

う
こ
と
は
認
め
る
べ
き
だ
」
と
柔
軟

性
の
あ
る
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

―
―

先
日
、
５
月
１
日
よ
り
元
号
が

「
令
和
」
に
な
り
ま
し
た
が
、
森
鷗

外
も
「
明
治
」
か
ら
「
大
正
」
へ
の

改
元
を
経
験
し
て
い
ま
す
ね
。

号
と
は
時
に
名
を
付
け
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
名
と
時
代

の
質
が
一
致
す
る
の
が
理
想
で
す
。

森
鷗
外
は
、「
明
治
」「
大
正
」
と
い

う
元
号
の
付
け
方
に
あ
る
疑
問
を
持

っ
て
い
ま
す
。「
名
前
の
出
典
は
由

緒
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ

れ
を
調
べ
る
た
め
の
専
門
機
関
を
設

置
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
提
唱
し
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
現
在
に
至
る
ま

で
専
門
機
関
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
ね
。
例
え
ば
、「
れ
い
わ
」
と
読

む
か
「
り
ょ
う
わ
」
と
読
む
か
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

森
鷗
外
は
大
正
天
皇
の
即
位
式
に

招
待
さ
れ
列
席
し
て
い
ま
す
。
大
正

４
（
１
９
１
５
）
年
11
月
10
日
に
京

都
御
所
で
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
そ

の
と
き
の
様
子
を
ま
る
で
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
の
よ
う
に
新
聞
に
書
い
た
も

の
が
『
盛
儀
私
記
』
で
す
。
こ
の
と

き
森
鷗
外
は
自
分
の
子
ど
も
た
ち
に

「
こ
こ
に
立
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と

図
解
の
葉
書
を
送
っ
て
い
ま
す
。

跡
見
花
蹊
は
こ
の
記
事
を
読
ん
で

大
変
感
動
し
、跡
見
学
園
の
会
報『
汲

泉
』
に
感
想
を
述
べ
、『
盛
儀
私
記
』

の
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

―
―

跡
見
花
蹊
も
、
皇
室
と
の
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

学
当
初
、
明
治
天
皇
の
皇
后

で
あ
る
昭
憲
皇
太
后
か
ら「
生

徒
た
ち
が
紫
の
袴
を
着
用
す
る
こ

と
」
を
助
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
も
皇
室
と
の
交
流
は
続
き
ま
す
。

昭
憲
皇
太
后
は
大
正
３（
１
９
１
４
）

年
に
亡
く
な
ら
れ
る
の
で
す
が
、
翌

年
の
一
年
祭
を
、
跡
見
学
園
と
し
て

跡
見
学
園
の
講
堂
で
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
大
正
天
皇
即
位
を
記
念
し

て
大
正
４（
１
９
１
５
）年
に
、「
新
し

い
御
代
を
め
で
た
い
」
と
制
服
を
決

め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
紫
袴
の

上
は
自
由
だ
っ
た
の
で
す
が
、
華
美

に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
紫
の
木
綿

の
着
物
を
制
服
と
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
11
月
に
は
学
園
と
し
て
即
位
を
お

祝
い
す
る
奉
祝
式
典
を
行
い
、
生
徒

た
ち
は
短
冊
に
歌
を
書
き
、
そ
れ
を

「
菊
の
香
た
か
し
」と
い
う
冊
子
に
ま

と
め
て
宮
内
庁
に
献
上
し
て
い
ま
す
。

明
治
45
（
１
９
１
２
）
年
花
蹊
先

生
は
勲
六
等
宝
冠
章
を
受
章
し
た
の

で
、
そ
の
記
念
に
校
友
会
は
大
正
４

（
１
９
１
５
）
年
、
黒
田
清
輝
に
肖

像
画
を
依
頼
し
、
文
展
に
出
展
の
の

ち
花
蹊
先
生
に
贈
り
ま
し
た
。現
在
、

女
子
大
学
の
花
蹊
記
念
資
料
館
に
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
跡
見
学
園
を
見
る
と
き
に

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
学
祖
で

あ
る
跡
見
花
蹊
の
思
い
や
、
そ
れ
を

実
現
し
て
い
っ
た
当
時
の
教
職
員

の
人
た
ち
の
頑
張
り
で
す
。明
治
32

（
１
８
９
９
）年
に「
高
等
女
学
校
令
」

が
出
さ
れ
、国
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
定

め
ま
す
。
し
か
し
跡
見
女
学
校
は
お

花
や
お
茶
、
お
琴
な
ど
を
正
課
の
授

業
と
し
て
行
っ
て
い
た
の
で
高
等
女

学
校
で
は
な
く
、
相
当
校
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
し
た
。時
代
が
進
み
、専
門

学
校
や
大
学
に
進
学
す
る
た
め
に
高

等
女
学
校
の
卒
業
資
格
が
必
要
と
な

っ
た
と
き
、「
跡
見
学
園
は
高
等
女
学

校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
の
学
力
を

有
す
る
」と
い
う
認
定
を
受
け
ま
す
。

文
部
省
の
認
可
を
得
る
た
め
に
三

た
び
奔
走
し
た
当
時
の
学
園
の
上
層

部
の
方
の
ご
苦
労
を
思
う
と
、
跡
見

学
園
の
「
し
な
や
か
な
女
性
と
し
て

社
会
に
役
立
つ
」と
い
う
伝
統
は
引
き

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

て
、「
令
和
」
と
い
う
新
し

い
時
代
を
迎
え
ま
し
た
が
、

こ
の
元
号
に
は
「
平
和
な
良
い
時
代

を
作
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は

「
自
分
た
ち
が
新
し
い
良
き
時
代
を

作
っ
て
い
く
ん
だ
」
と
い
う
気
構
え

を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
が

跡
見
花
蹊
の
願
い
を
引
き
継
ぐ
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

元 私

さ

ひ森

開
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明
治
の
文
豪
、森
鷗
外
。

特集① 令和を迎えて

跡
見
花
蹊
の
描
い
た
絵

は
、
印
刷
さ
れ
絵
葉
書
と

し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
森
鷗
外
は
、
妻
志
計

へ
の
手
紙
に
、
こ
の
絵
葉

書
を
選
ん
で
い
ま
す
。「
明

十
二
日 

午
後
七
時
半 

紅

葉
館
へ 

人
力
車
を 

迎
へ

に 

遣
わ
さ
れ
度
候
又
例

の 

湯
を
御
わ
か
し
お
き

下
さ
れ
度
候
　
二
月
十
一

日
」
と
あ
る
。

森鷗外記念館（島根県津和野町）所蔵
明治 39年２月 11 日付

本
名
は
森
林
太
郎
。
文
久
２

（
１
８
６
２
）
年
、
現
在
の
島
根

県
津
和
野
町
に
生
ま
れ
る
。
明

治
５
（
１
８
７
２
）年
に
上
京
し
、

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
卒
業
後

軍
医
の
道
を
進
む
。
明
治
17
〜

21
（
１
８
８
４
〜
１
８
８
８
）

年
に
ド
イ
ツ
に
留
学
。
そ
の
後

陸
軍
軍
医
総
監
を
務
め
る
な
ど

官
僚
と
し
て
の
仕
事
に
就
き
な

が
ら
小
説
を
書
い
た
。

主
な
作
品
は
「
山
椒
大
夫
」

「
雁
」「
舞
姫
」「
阿
部
一
族
」「
高

瀬
舟
」。
大
正
11
（
１
９
２
２
）

年
に
60
歳
で
亡
く
な
る
。
遺
言

と
し
て
親
友
吉
田
増
蔵
に
「
由

緒
正
し
い
元
号
の
制
定
を
し
て

ほ
し
い
」
と
伝
え
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

森鷗外胸像
（国立国際医療研究センター所蔵）

し
げ

花
蹊
の
絵
葉
書
で

手
紙
を
出
し
た
森
鷗
外
。

は
森
鷗
外
の
研
究
を
し
て
い

ま
す
が
、
学
長
に
な
っ
た
こ

と
が
研
究
に
も
大
い
に
役
に
立
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
森
鷗
外
は
作
家

で
も
あ
り
ま
す
が
、
陸
軍
省
医
務
局

長
も
務
め
た
官
僚
で
も
あ
り
ま
し

た
。「
組
織
の
中
で
生
き
る
こ
と
」

と
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
追
求

す
る
こ
と
」
を
悩
み
な
が
ら
で
も
両

立
を
は
か
っ
た
人
で
す
。
私
も
学
長

と
研
究
者
と
い
う
２
つ
の
仕
事
に
同

時
に
取
り
組
み
ま
し
た
の
で
、
森
鷗

外
の
思
い
に
共
感
し
励
ま
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

―
―

島
根
県
津
和
野
町
に
あ
り
ま
す

森
鷗
外
記
念
館
の
館
長
も
な
さ
っ
て

い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

ょ
ん
な
こ
と
か
ら
館
長
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
の
教
授
時
代
、
毎
年
学
生

た
ち
と
萩
・
津
和
野
へ
ゼ
ミ
旅
行
で

行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、平
成
３（
１

９
９
１
）
年
の
旅
行
の
際
、
調
べ
も

の
が
あ
っ
て
津
和
野
町
の
教
育
委
員

会
を
お
訪
ね
し
た
と
こ
ろ
、逆
に「
森

鷗
外
生
誕
１
３
０
年
」
の
企
画
の
相

談
を
受
け
、「
知
恵
を
貸
し
て
ほ
し

い
」
と
依
頼
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ

以
来
の
お
付
き
合
い
と
な
り
、
平
成

７
（
１
９
９
５
）
年
の
森
鷗
外
記
念

館
設
立
に
参
画
し
、
運
営
協
議
会
会

長
を
務
め
、
鷗
外
生
誕
１
５
０
年
の

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
に
館
長
に

就
任
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

年
６
回
は
津
和
野
町
へ
出
か
け
ま

す
。
明
治
天
皇
の
即
位
式
は
津
和
野

藩
が
司
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と

も
津
和
野
町
を
訪
ね
て
わ
か
っ
た
こ

と
で
す
。

―
―

森
鷗
外
は
、
明
治
・
大
正
と
い

う
時
代
の
制
約
の
中
で
も
活
躍
す
る

女
性
た
ち
に
温
か
い
眼
差
し
を
向
け

て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。

鷗
外
は
、
ド
イ
ツ
留
学
で
大

き
く
変
わ
る
ん
で
す
よ
。
当

時
の
日
本
で
は
、
女
性
は
高
等
小
学

校
を
出
れ
ば
十
分
と
い
わ
れ
て
い

て
、
そ
の
後
の
教
育
は
家
庭
教
師
を

つ
け
る
の
が
主
流
で
し
た
。
鷗
外
も

妹
に
は
個
人
教
授
を
受
け
る
よ
う
に

と
い
っ
て
ド
イ
ツ
へ
旅
立
ち
ま
し

た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
で
活
躍
す
る
女

性
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、ま
た
、

よ
く
通
っ
て
い
た
食
堂
で
も
、
同
席

す
る
女
性
と
の
交
流
が
あ
り
、
大
い

に
刺
激
を
受
け
た
よ
う
で
す
。「
女

性
が
学
問
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
大

事
」
と
感
じ
た
の
で
す
ね
。
鷗
外
の

留
学
中
に
妹
が
お
茶
の
水
女
子
高
等

師
範
学
校
高
等
科
に
入
学
を
希
望
し

た
と
き
、
父
母
は
反
対
す
る
の
で
す

が
、
鷗
外
は
妹
の
受
験
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
・
大
正
は
樋
口
一
葉

を
始
め
と
し
て
与
謝
野
晶
子
や
平
塚

ら
い
て
う
な
ど
の
女
流
作
家
が
誕
生

し
ま
す
が
、
森
鷗
外
は
彼
女
た
ち
を

好
意
的
に
受
け
止
め
、
高
く
評
価
し

て
い
ま
し
た
。
直
接
の
交
流
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
が
、
跡
見
花
蹊
の
こ

と
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。
労
働
運
動
が
活
発
だ
っ
た
大
正

７（
１
９
１
８
）年
に
与
謝
野
晶
子
が

「
武
士
が
武
士
を
や
め
た
よ
う
に
資

本
家
は
一
度
資
本
家
を
辞
め
て
、
工

場
経
営
を
労
働
者
に
ま
か
せ
た
ら
い

い
」と
発
言
し
た
の
で
す
が
、森
鷗
外

は「
そ
れ
は
何
も
知
ら
な
さ
す
ぎ
る
」

と
言
い
つ
つ
も
、彼
女
の
発
言
を「
こ

う
い
う
発
想
を
す
る
人
が
い
る
と
い

う
こ
と
は
認
め
る
べ
き
だ
」
と
柔
軟

性
の
あ
る
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

―
―

先
日
、
５
月
１
日
よ
り
元
号
が

「
令
和
」
に
な
り
ま
し
た
が
、
森
鷗

外
も
「
明
治
」
か
ら
「
大
正
」
へ
の

改
元
を
経
験
し
て
い
ま
す
ね
。

号
と
は
時
に
名
を
付
け
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
名
と
時
代

の
質
が
一
致
す
る
の
が
理
想
で
す
。

森
鷗
外
は
、「
明
治
」「
大
正
」
と
い

う
元
号
の
付
け
方
に
あ
る
疑
問
を
持

っ
て
い
ま
す
。「
名
前
の
出
典
は
由

緒
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ

れ
を
調
べ
る
た
め
の
専
門
機
関
を
設

置
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
提
唱
し
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
現
在
に
至
る
ま

で
専
門
機
関
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
ね
。
例
え
ば
、「
れ
い
わ
」
と
読

む
か
「
り
ょ
う
わ
」
と
読
む
か
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

森
鷗
外
は
大
正
天
皇
の
即
位
式
に

招
待
さ
れ
列
席
し
て
い
ま
す
。
大
正

４
（
１
９
１
５
）
年
11
月
10
日
に
京

都
御
所
で
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
そ

の
と
き
の
様
子
を
ま
る
で
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
の
よ
う
に
新
聞
に
書
い
た
も

の
が
『
盛
儀
私
記
』
で
す
。
こ
の
と

き
森
鷗
外
は
自
分
の
子
ど
も
た
ち
に

「
こ
こ
に
立
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と

図
解
の
葉
書
を
送
っ
て
い
ま
す
。

跡
見
花
蹊
は
こ
の
記
事
を
読
ん
で

大
変
感
動
し
、跡
見
学
園
の
会
報『
汲

泉
』
に
感
想
を
述
べ
、『
盛
儀
私
記
』

の
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

―
―

跡
見
花
蹊
も
、
皇
室
と
の
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

学
当
初
、
明
治
天
皇
の
皇
后

で
あ
る
昭
憲
皇
太
后
か
ら「
生

徒
た
ち
が
紫
の
袴
を
着
用
す
る
こ

と
」
を
助
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
も
皇
室
と
の
交
流
は
続
き
ま
す
。

昭
憲
皇
太
后
は
大
正
３（
１
９
１
４
）

年
に
亡
く
な
ら
れ
る
の
で
す
が
、
翌

年
の
一
年
祭
を
、
跡
見
学
園
と
し
て

跡
見
学
園
の
講
堂
で
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
大
正
天
皇
即
位
を
記
念
し

て
大
正
４（
１
９
１
５
）年
に
、「
新
し

い
御
代
を
め
で
た
い
」
と
制
服
を
決

め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
紫
袴
の

上
は
自
由
だ
っ
た
の
で
す
が
、
華
美

に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
紫
の
木
綿

の
着
物
を
制
服
と
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
11
月
に
は
学
園
と
し
て
即
位
を
お

祝
い
す
る
奉
祝
式
典
を
行
い
、
生
徒

た
ち
は
短
冊
に
歌
を
書
き
、
そ
れ
を

「
菊
の
香
た
か
し
」と
い
う
冊
子
に
ま

と
め
て
宮
内
庁
に
献
上
し
て
い
ま
す
。

明
治
45
（
１
９
１
２
）
年
花
蹊
先

生
は
勲
六
等
宝
冠
章
を
受
章
し
た
の

で
、
そ
の
記
念
に
校
友
会
は
大
正
４

（
１
９
１
５
）
年
、
黒
田
清
輝
に
肖

像
画
を
依
頼
し
、
文
展
に
出
展
の
の

ち
花
蹊
先
生
に
贈
り
ま
し
た
。現
在
、

女
子
大
学
の
花
蹊
記
念
資
料
館
に
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
跡
見
学
園
を
見
る
と
き
に

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
学
祖
で

あ
る
跡
見
花
蹊
の
思
い
や
、
そ
れ
を

実
現
し
て
い
っ
た
当
時
の
教
職
員

の
人
た
ち
の
頑
張
り
で
す
。明
治
32

（
１
８
９
９
）年
に「
高
等
女
学
校
令
」

が
出
さ
れ
、国
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
定

め
ま
す
。
し
か
し
跡
見
女
学
校
は
お

花
や
お
茶
、
お
琴
な
ど
を
正
課
の
授

業
と
し
て
行
っ
て
い
た
の
で
高
等
女

学
校
で
は
な
く
、
相
当
校
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
し
た
。時
代
が
進
み
、専
門

学
校
や
大
学
に
進
学
す
る
た
め
に
高

等
女
学
校
の
卒
業
資
格
が
必
要
と
な

っ
た
と
き
、「
跡
見
学
園
は
高
等
女
学

校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
の
学
力
を

有
す
る
」と
い
う
認
定
を
受
け
ま
す
。

文
部
省
の
認
可
を
得
る
た
め
に
三

た
び
奔
走
し
た
当
時
の
学
園
の
上
層

部
の
方
の
ご
苦
労
を
思
う
と
、
跡
見

学
園
の
「
し
な
や
か
な
女
性
と
し
て

社
会
に
役
立
つ
」と
い
う
伝
統
は
引
き

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

て
、「
令
和
」
と
い
う
新
し

い
時
代
を
迎
え
ま
し
た
が
、

こ
の
元
号
に
は
「
平
和
な
良
い
時
代

を
作
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は

「
自
分
た
ち
が
新
し
い
良
き
時
代
を

作
っ
て
い
く
ん
だ
」
と
い
う
気
構
え

を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
が

跡
見
花
蹊
の
願
い
を
引
き
継
ぐ
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

元 私

さ

ひ森

開
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